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熱
中
症
を
予
防
し
て
快
適
な
夏
を
問
健
康
づ
く
り
課
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２
３
５
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8
8
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熱
中
症
は
、
環
境
の
変
化
に
体
が
追

い
付
か
ず
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き

な
い
と
き
に
起
こ
り
ま
す
。

　

例
年
、
７
月
後
半
か
ら
８
月
に
か

け
て
、
熱
中
症
を
原
因
と
す
る
救
急

搬
送
が
多
く
な
り
ま
す
。
熱
中
症
は
重

症
の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
怖

い
病
気
で
す
が
、
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
対
策
を
立
て
る
こ
と
で
予
防
が
で

き
ま
す
。

　
市
で
は
、
暑
さ
指
数（
※
）が
28
度
を

超
え
た
場
合
、「
防
災
行
政
無
線
」
と

「
え
び
な
メ
ー
ル
」
を
使
っ
て
、
熱
中
症

の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
熱
中
症
予
防
対

策
と
し
て
、
市
内
の
全
小
中
学
校
に

熱
中
症
計
を
配
備
し
ま
し
た
。

教えて！症状＆応急処置
　熱中症は、日射病・熱けいれん・熱疲労・熱射病に分類されま
す。熱中症の症状が出た場合は、応急処置が大切です。また、応
急処置を行って回復した場合も、容体が急変することがありま
す。回復しない場合は迷わずに救急車を要請してください。

【すぐにやるべきこと】
木陰やクーラーの効いた部屋など涼しい
所に移動させ、衣服を緩めて寝かせる。
脇の下や首の後ろ、脚の付け根などを
氷やアイスパックなどで冷やす。

●日射病
【症状】体内の塩分や水分
が著しく不足して起こる。
大量の発汗により、皮膚が
冷たくじっとりとする。

●熱けいれん
【症状】大量の発汗や腹痛
などのほか、筋肉の痛みを
伴うけいれんが起こる。

●熱疲労
【症状】全身の倦怠感やめ
まい、吐き気、嘔吐、頭痛
など。顔面が蒼白になる。

●熱射病
【症状】体温は40度以上。少し
でも意識障がいがある場合は、
熱射病を疑う。皮膚は赤くな
り、乾いた状態で、汗は出ない。

【応急処置1】
薄い食塩水（水500mlに対し、塩5g
が目安）やスポーツドリンクを飲ませる。

【回復しないとき】
救急車を要請して病院へ。吐き気や嘔吐
などで水分補給ができない場合は、病
院へ運び点滴を受ける必要があります。

【応急処置】
すぐに救急車を要請し、迅速に体温を下げる処
置を行う。意識がある場合は、薄い食塩水（水
500mlに対し、塩5gが目安）やスポーツドリン
クを飲ませる。

水
500ml

塩
5g

【応急処置2】
血圧低下のため、脚を
高くして寝かせる。

おう と

おう と

そう はく

けんたい

※同一箇所で複数人が発症する場合があるため、
人数と件数は一致しないことがあります。

※
暑
さ
指
数
…
人
体
と
外
気
と
の
熱
の
や
り

と
り
（
熱
収
支
）
に
着
目
し
た
指
標
で
、
人

体
の
熱
収
支
に
与
え
る
影
響
の
大
き
い
①
湿

度
②
日
射
・
輻
射
（
ふ
く
し
ゃ
）
な
ど
周
辺

の
熱
環
境
③
気
温
の
３
つ
を
取
り
入
れ
た
指

標
の
こ
と
（
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

男女比発生場所
市
内
の
熱
中
症
搬
送
件
数　

（
平
成
25
年
度・
合
計
55
件
）

屋外
32件

屋内
23件

男34人

女22人
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8男性に多く
発症しています

屋内でも多く
発症します

7月・8月に急増します

月別の搬送件数


